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第
５５
回
日
税
政
定
期
大
会

神
津
釦選
あ
い
さ
つ
要
旨

第５６５号 （２）日

　

本

　

税

　

政

　

連 御調郵便物嗣）

自
民
党
総
裁
選
の
投
開

票
が
９
月
２９
日
に
行
わ

れ
、
岸
田
文
雄
新
総
裁
が

誕
生
し
ま
し
た
。
岸
田
総

裁
は
施
策
と
し
て
所
得
の

再
分
配
等
を
掲
げ
て
お

り
、
ど
ち
ら
も
日
税
連
の

建
議
と
相
通
じ
る
な
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

自
民
党
税
理
士
制
度
改

革
推
進
議
員
連
盟
は
、
長

い
間
伊
吹
文
明
議
員
が
会

長
で
し
た
が
、
次
の
衆
院

選
に
不
出
馬
と
の
こ
と
で

交
代
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
伊
吹
議
員
の
よ
う
な

大
物
議
員
が
議
員
連
盟
の

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

税
制
改
正
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

災
害
税
制
に
関
し
て

は
、
災
害
損
失
控
除
の
創

設
等
に
つ
い
て
、
旗
を
降

ろ
す
こ
と
な
く
実
現
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。次

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
で
す
。

明
日
１０
月
１
日
か
ら
登

録
申
請
書
受
付
が
始
ま

り
、
令
和
５
年
１０
月
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。
我
々
は

導
入
時
期
の
延
期
を
求
め

て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
は
、

こ
の
制
度
が
中
小
企
業
に

過
度
な
事
務
負
担
を
課
す

こ
と
、
ま
た
、
免
税
事
業

者
が
市
場
取
引
か
ら
排
除

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、

例
え
ば
、
簡
易
で
安
価
な

電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

整
備
な
ど
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題

が
解
消
さ
れ
る
制
度
と
な

る
よ
う
引
き
続
き
意
見
し

て
ま
い
り
ま
す
。

税
理
士
法
改
正
に
つ
い

て
は
、
来
年
の
通
常
国
会

で
の
成
立
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
の
限
ら
れ

た
時
間
で
す
が
、
手
を
緩

め
る
こ
と
な
く
進
め
て
い

き
ま
す
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
で
す
。
終
息
す
る
日
ま

で
中
小
企
業
経
営
者
が
く

じ
け
な
い
よ
う
に
支
え
る

こ
と
が
我
々
の
義
務
だ
と

再
認
識
し
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

私
は
常
に
日
税
連
と
日

税
政
は
車
の
両
輪
だ
と
言

っ
て
い
ま
す
。
政
治
連
盟

の
強
力
な
運
動
に
よ
っ
て

日
税
連
の
要
望
事
項
を
実

現
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

れ
、
住
宅
地
の
上
昇
率
年
、
新
幹
線
は
２
０
３
進
ん
で
お
り
、
早
い
時

ト
ッ
プ
１０
の
う
ち
１
位

０
年
開
業
予
定
で
あ
期
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
沖
縄
県
を
除

：
…
…
キ
ー４
；
」

　　　　　　

の
終
息
を
願
い
、

い
て
北
海
道
が

　

甘甑生推ー丁祖地
価
皿

　　　　　　　　　　　　　　　　

全
世
界
か
ら
多
く

“然堪灘靴醜

北海道
犬
飼
”敏
醐肪悌牒灘胤融

ニ
セ
コ
地
区
の
地
価
上

る
。

　　　　　　

光
が
楽
し
め
、
観
光
業

昇
が
話
題
に
は
な
っ
て

　

現
在
コ
ロ

　　　　　　　　　　　　　

ナ
ウ
イ
ル

そ
し
て
北
海
道
経
済
が

ー
い
た
が
、
今
年
は
プ
ロ
ス
の
影
響
で
北
海
道
の
さ
ら
に
発
展
す
る
の
を

ー
野
球
北
海
道
日
本
ハ
ム
主
力
産
業
の
１
つ
で
あ
期
待
す
る
。

　

　

　
　

　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

ー
リ
ポ
ー
レ
｛
１
ク
開
業

　

る
賑
光
業
べ

　

き
ま

ｗ
太
田
会
長
ら
が
激
励

岸
田
文
雄
事
務
所
を
訪
問

日
税
政
の
太
田
直
樹
会

長
ほ
か
関
係
役
員
は
１０
月

１７
日
、
岸
田
文
雄
事
務
所

（広
島
市
）
を
激
励
訪
問

し
た
。

当
日
は
日
税
政
か
ら
太

田
会
長
は
じ
め
、
中
国
税

政
連
か
ら
重
近
貰
会
長
、

井
上
博
夫
幹
事
長
、
税
理

士
に
よ
る
岸
田
文
雄
後
援

会
の
山
中
伸
介
後
援
会
長

が
事
務
所
を
訪
れ
た
。

新
た
に
フ
ァ
ー
ス
ト
レ

デ
ィ
ー
に
な
っ
た
格
子
夫

人
に
、
差
し
迫
っ
た
総
選

挙
に
向
け
て
、
税
理
士
に

よ
る
国
会
議
員
等
後
援
会

の
役
割
に
つ
い
て
懇
談
し

た
ほ
か
、
新
首
相
誕
生
に

あ
た
っ
て
の
祝
辞
を
述
べ

た
。

ｉ：税理士事務所と関与先を守る安心の補償；

税理士職業賠償責任保険

加入のおすすめ
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日
税
政
と
日
税
連
は
９

１
ご
ー
ご
ー
一
月
２
日
、
衆
議
院
第
一議

．，
．

一

　

．」
員
会
館
（毛
備
田
園
）．鎧

朝，工十ト
十十に議
おいて
・十公
明党
・日本

ーニ

来年度税制改正など
公明党と意見交換

日税政と日税連

税
理
士
会
連
合
会
と
の
政

策
懇
話
会
公
＝長
＝
北
側

一雄
議
員
）
に
出
席
し
、

令
和
４
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
要
望
し
た
＝
写

真
。当

日
は
、
日
税
政
の
太

田
直
樹
会
長
、
日
税
連
の

神
津
信
一会
長
を
は
じ
め

と
し
て
関
係
役
員
が
出
席

し
た
。

公
明
党
か
ら
は
、
北
側

一雄
会
長
、
井
上
義
久
顧

問
、
石
井
啓
一副
会
長
ら

多
数
が
出
席
し
た
。
（い

ず
れ
も
政
策
懇
話
会
で
の

役
職
）
。

冒
頭
、
北
側
会
長
、
神

津
日
税
連
会
長
に
続
き
太

田
日
税
政
会
長
よ
り
、
同

懇
話
会
が
貴
重
な
意
見
交

換
の
場
で
あ
る
こ
と
へ
の

謝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、「要

望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
も
次
期
衆
院
選
に
お

い
て
、税
政
連
・税
理
士
会

活
動
に
理
解
の
あ
る
議
員

を
一人
で
も
多
く
国
政
に

送
り
だ
せ
る
よ
う
、
全
力

で
対
応
す
る
」
と
の
力
強

い
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

日
税
連
・
日
税
政
は
、

令
和
４
年
度
税
制
改
正
建

議
書
の
重
要
建
議
項
目
で

あ
る
、
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
の
見
直
し
及
び

「災
害
損
失
控
除
」
創
設

等
や
、
令
和
４
年
通
常
国

会
に
お
い
て
法
改
正
を
目

指
し
て
い
る
税
理
士
法
改

正
に
つ
い
て
、

「Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

へ
の
対
応
」
、
「多
様
な

人
材
の
確
保
」、「税
理
士

に
対
す
る
信
頼
の
向
上
を

図
る
た
め
の
環
境
整
備
」

を
柱
と
し
た
要
望
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
出
席
議
員
か
ら

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
質
疑
が
相
次
ぐ
な
ど

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

た
。

赤
松
議
員
と
面
会

感
謝
の
意
を
表
明

渡
選
幹
事
長
ら

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

の
渡
遣
輝
男
幹
事
長
ほ
か

関
係
役
員
は
、ｍ
月
１２
日
、
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議
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員
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代
田
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お
い
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赤
松
広
隆
議
員
（立
民
・

愛
知
５
区
・
衆
院
副
議

長
）と
面
会
し
た
＝
写
真
。

（現
在
は
政
界
引
退
）
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当
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は
、
渡
選
幹
事
長

１醗
警
護
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、
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税
政
連
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長
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一層醍
醐
灘
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れ
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長
年
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た
っ
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税
理
士
制
度
に
深

　

…い
理
解
を
示
し
、
民
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党
税
理
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度
推

　

進
議
員
連
盟
会
長
で

　

も
あ
っ
た
赤
松
議
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、に
今
ま
で
の
謝
辞
を

　

‐
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連
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近
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税
理
士
政
治
連
盟

ロ
ナ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
総
裁
選
不
出
馬
に
よ
る
退

た
め
に
規
模
を
大
幅
に
メ
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小

・
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，．

小
し
、
会
場
を
帝
国
ホ

ブル
大
阪
か
ら
近
畿
税
理

ば
、
本
大

の
代
議
員

支
部
連
会
長

が
代
議
員
を
代
表
し
て
出

席
し
、
そ
の
他
の
代
議
員

、

　　　

し
う

と
な
っ
た
。

久
保
会
長
が

「衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
、
．・

期
磯－

　
　

　

畿

　
　
　

　
　
　

第

。
候
補
者
の
推
薦
に
る
と
共
に

て
は
推
薦
審
査
会
に

て
既
に
決
定
し
て
い

税
理
士
に
よ
る
国
会
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三

全
て
の
支
援
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
さ
れ
た
７
議
案
の
全
て
が

に
よ
り
、

長
の
開
会
あ
い
さ

田
蒋
副
会
長
に
よ

者
へ
の
黙
祷
が

れ
、
名
越
隆
雄
△

い
さ
つ
、

　

ヒ

最
小
限
－

期
大
会

海
道
税
理
士

　　　　

北
海
道
税
理
士
政
治
連
則
、
委
任
状
の
提
出
を
要
理
士
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

ｒ
ぬ当
し
盟
（名
越
隆
雄
会
長
）
は
請
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
の
後
、
中
原
章
博
会
員
が

　　　

９
月
１７
日
、
北
海
道
税
理
年
は
代
議
員
、
顧
問
・相
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に

、

　　

土
会
館
（札
幌
市
）
に
お
談
役
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
入
っ
た
。

　　　

い
て
第
５５
回
定
期
大
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を
ネ
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に
よ
る
ラ
イ
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配
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度
運
動
経
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を
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の
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方
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拡
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日
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、
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案
が
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議
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ぞ
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の
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点
よ
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、
来
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の
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寿
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海
道
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士
会
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れ
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上
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さ
れ
た
６
議
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内
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限
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懇
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迎
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可
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す
る
等
、
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等
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人
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委
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決
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た
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二
．④
て
サ
ド
縄
送【一陸
上
十一際
ｒ
：：：１
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爾
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模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
５２
人
）
が
出
席
の
も
と
、

　

今
期
は
役
員
改
選
期
で
名
越
会
長
よ
り
新
執
行
部
就
任
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ

Ｍ

　　　

た
。
ま
た
代
議
員
に
は
原
森
下
浩
副
幹
事
長
の
司
会
あ
り
、
再
任
決
定
さ
れ
た
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
会
長
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の
あ
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四
国
税
理
士
政
治
連
盟

四
国
税
理
士
政
治
連
盟

（清
藤
智
彦
会
長
）
は
、

９
月
１７
日
、
ザ
・
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
（徳
島
市
）
に

お
い
て
第
５２
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。
本
年
度
は

昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
規
模
を
縮
小
し
て
行

っ
た
＝
写
真
。

開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱

の
後
、
清
藤
智
彦
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
荒
天

の
中
出
席
し
た
会
員
へ
の

労
い
と
日
頃
の
協
力
へ
の

謝
辞
を
述
べ
、
定
期
大
会

当
日
に
告
示
さ
れ
た
自
由

民
主
党
総
裁
選
と
、
今
後

の
衆
議
院
選
の
日
程
に
言

及
し
た
。
四
国
税
政
連
の

推
薦
候
補
は
既
に
決
定
済

み
で
あ
り
、
選
挙
日
程
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
推

薦
候
補
全
員
の
当
選
に
向

け
て
の
協
力
を
依
頼
し

た
。次

に
、
日
下
雅
史
副
会

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

議
事
に
入
り
、
上
程
さ
れ

た
全
６
議
案
が
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

そ
の
後
、
太
田
直
樹
日
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睡
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し

税
政
会
長
か
ら
の
祝
辞
が

代
読
さ
れ
、
国
会
議
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
が
披

露
さ
れ
た
。
続
い
て
、
新

会
長
に
再
任
さ
れ
た
清
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智
彦
会
長
か
ら
就
任
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

万
歳
三
唱
、
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
、
定
期
大
会
は

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

第
５２
回
定
期
大
会
を
開
催

し
た
＝
写
真
。

石
川
県
に
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員

か
ら
の
委
任
状
提
出
に
よ

る
協
力
の
も
と
、
出
席
会

員
の
規
模
を
縮
小
、
懇
親

会
の
開
催
を
見
送
っ
た
。

は
じ
め
に
玉
井
会
長
か

ら
「令
和
４
年
度
の
税
制

改
正
に
関
す
る
重
点
要
望

項
目
の
中
で
も
特
に
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
及

び
非
課
税
取
引
の
範
囲
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
要

望
実
現
に
向
け
て
力
強
く

活
動
し
て
い
く
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

太
田
直
樹
日
税
政
会
長

か
ら
の
祝
辞
の
紹
介
に
続

い
て
、
石
黒
洋
二
議
長
の

も
と
議
案
審
議
に
入
り
、

令
和
２
年
度
運
動
経
過
報

告
な
ど
提
案
さ
れ
た
６
議

案
す
べ
て
が
賛
成
多
数
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

新
た
に
選
任
さ
れ
た
森

蔭
輝
夫
新
会
長
は
、
「税

理
士
会
と
連
携
を
緊
密
に

し
、
一致
団
結
し
て
、
さ

ら
な
る
政
治
力
の
強
化
を

図
る
」
と
力
強
く
決
意
を

述
べ
た
。

祝
電
披
露
後
、
嶋
田
兼

五
新
副
会
長
の
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
と
閉
会
あ
い
さ
つ

で
定
期
大
会
を
締
め
く
く

っ
た
。
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く
原
案
の
と
お
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。

最
後
に
祝
電
・祝
辞
の

披
露
が
あ
り
、
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
終
了
し
た
。
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中
国
税
理
士
政
治
連
盟

中
国
税
理
士
政
治
連
盟

（重
近
貰
会
長
）
は
、
９

月
１９
日
、
中
国
税
理
士
会

館
（広
島
市
）に
お
い
て
、

第
弱
回
定
期
大
会
を
開
催

し
た
＝
写
真
。

本
年
は
新
型
ゴ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
本
来
島
根
県
松

江
市
に
て
開
催
予
定
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
、
開
催
人
数

を
大
幅
に
縮
小
し
て
、
広

島
市
に
て
開
催
さ
れ
た
。

中
税
政
役
員
ほ
か
一部
の

代
議
員
の
み
が
現
地
の
参

加
と
な
り
、
会
員
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
と
な
っ

た
。こ

れ
に
先
立
っ
て
、
国

際
政
治
学
者
の
舛
添
要
一

氏
の
講
演
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
自
民

党
総
裁
選
の
予
想
、
ゴ
ロ

ナ
対
策
と
政
治
不
信
と
そ

の
打
開
策
に
つ
い
て
時
機

を
得
た
興
味
深
い
内
容
で

あ
っ
た
。

こ
の
後
、
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

重
近
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
令
和
２
年
度

運
動
経
過
並
び
に
組
織
活

動
報
告
の
承
認
の
件
、
令

和
２
年
度
収
支
決
算
承
認

の
件
、
令
和
３
年
度
運
動

方
針
承
認
の
件
、
令
和
３

年
度
収
支
予
算
承
認
の

件
、
役
員
改
選
の
件
、
大

会
決
議
承
認
の
件
の
各
議

案
は
、
い
ず
れ
も
異
議
な

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

東
京
税
理
士
政
治
連
盟

東
京
税
理
士
政
治
連
盟

（名
倉
明
彦
会
長
）
は
、

９
月
２４
日
、
第
５５
回
定
期

大
会
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
（新
宿
区
）
に
お
い
て

開
催
し
た
＝
写
真
。

今
回
も
昨
年
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
懇
親
会

を
中
止
し
、
さ
ら
に
大
会

参
加
者
に
は
マ
ス
ク
着
用

を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
対

応
し
た
。
今
大
会
で
は
、

例
年
審
議
さ
れ
る
本
年
度

の
運
動
方
針
と
組
織
活
動

方
針
な
ど
に
加
え
、
役
員

の
改
選
が
審
議
さ
れ
、
全

７
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

た
。

士政治連盟 第５ぢＥ定期大会 こ
の
中
で
令
和
３
年
度

運
動
方
針
で
は
、
令
和
４

年
度
税
制
改
正
に
向
け
て

の
課
題
と
し
て
「イ
ン
ポ

イ
ス
制
度
導
入
反
対
」「新

た
な
災
害
損
失
控
除
の
創

設
」
な
ど
を
盛
り
込
み
、

強
く
運
動
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

名
倉
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
「本
年
１
月
に
東
京
都

主
税
局
及
び
都
議
会
各
会

派
宛
に
固
定
資
産
税
等
の

減
額
申
請
の
期
限
延
長
な

ど
を
求
め
た
『令
和
３
年

度
分
の
固
定
資
産
税
等
軽

減
措
置
に
関
す
る
緊
急
要

望
書
』
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
東
京
都
主
税
局
長
よ

り
コ
ロ
ナ
感
染
や
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
期
限
内
提

出
が
困
難
で
あ
る
場
合

は
、
地
方
税
法
附
則
第
６３

条
３
項
に
規
定
す
る
、
や

む
を
得
な
い
理
由
に
該
当

す
る
と
の
回
答
が
届
き
、

直
ち
に
東
京
都
の
Ｈ
Ｐ
に

も
そ
の
案
内
が
掲
載
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
東
京
都

へ
の
要
望
も
重
要
性
を
増

し
て
お
り
、
今
後
も
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

人 工 知 能 が仕 訳 入 力 を担う。
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第
弱
回
定
期
大
会
各
党
あ
い
さ
つ

（第三種郵便物恥嗣）

自
由
民
主
党
税
理
士
制
度

改
革
推
進
議
員
連
盟
会
長

伊
吹

文
明
議
員
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鵠
言
を
い
た
だ

る
だ
け
で
な
く
、
ロ
ビ
ー

活
動
と
し
て
、
全
国
の
税

理
士
に
よ
る
後
援
会
が
中

心
と
な
り
、
多
く
の
国
会

議
員
の
先
生
を
厚
く
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
て
い

る
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

毎
年
税
理
士
の
先
生
か

ら
、
税
制
改
正
に
関
す
る

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す

が
、
こ
れ
が
毎
年
の
税
制

改
正
を
考
え
る
う
え
で
非

常
に
役
に
立
っ
て
お
り
、

党
税
制
調
査
会
で
大
切
な

物
事
を
判
断
す
る
資
料
と

し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
霞
が
関
や

永
田
町
に
い
て
は
分
か
ら

な
い
、
現
場
の
生
の
声
は

非
常
に
役
に
立
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

主
張
を
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
日
本
の
税

制
が
地
に
足
の
つ
い
た

も
の
と
な
る
よ
う
税
理
士

の
先
生
方
の
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
私
事
の
話
に

な
り
ま
す
が
、
次
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補

し
な
い
と
の
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
税
理

士
の
先
生
か
ら
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
税

理
士
制
度
改
革
推
進
議
員

連
盟
会
長
を
務
め
て
お
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ

り
良
い
税
制
の
た
め
、
皆

様
方
と
お
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ま

こ
と
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

期
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ

と
を
財
務
省
、
国
税
庁
に

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
本
当
に
死
活
の
問
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
制
度
の
延
期
、

廃
止
に
向
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
損
失
控
除

の
創
設
に
つ
い
て
も
考
え

る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

災
害
が
多
発
し
て
い
る
状

況
下
に
お
い
て
、
税
制
の

中
に
災
害
損
失
控
除
を
設

け
、
繰
越
控
除
期
間
が
最

低
で
も
５
年
間
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主

張
は
全
く
そ
の
通
り
で
あ

り
、
今
後
と
も
議
論
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
、
も
う
間
も
な

く
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
後
も

引
き
続
き
、
税
理
士
の
先

生
か
ら
税
制
に
関
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
税
理
士

の
先
生
か
ら
の
ご
意
見

は
、
納
税
者
の
声
を
代
弁

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

今
後
と
も
、
あ
る
べ
き

納
税
制
度
の
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
定
期
大

会
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

が
消
費
税
で
す
の
で
、
現

在
の
１０
％
ま
で
は
戻
さ
な

い
と
い
う
案
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
、
あ

る
い
は
成
長
戦
略
と
い
う

も
の
を
含
め
た
大
き
な
戦

略
を
立
て
て
い
ま
す
。
べ

１
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い

う
最
低
所
得
保
障
を
導
入

し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

基
礎
年
金
や
生
活
保
護
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を

統
合
し
て
い
き
ま
す
。
月

に
大
体
６
万
円
か
ら
８
万

円
を
全
国
民
に
給
付
す
る

こ
と
で
可
処
分
所
得
を
ケ

ア
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
倍

増
し
て
い
く
。
併
せ
て
他

の
税
制
、
例
え
ば
所
得
税

や
法
人
税
で
も
減
税
を
行

っ
て
い
き
、
利
子
配
当
所

得
や
企
業
優
遇
の
特
別
措

置
に
つ
い
て
は
合
理
化
を

し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
す
っ
き
り
し
た

制
度
と
な
り
、
そ
の
上
で

徹
底
的
な
行
財
政
改
革
を

行
っ
て
財
源
を
作
る
、
と

い
う
の
が
日
本
維
新
の
会

の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

先
生
方
の
ご
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

日

　

本

　

税

　

政

　

連

先
生
方
の
組
織
は
、
当日

う
ま
で
も
な
く
日
本
税
理

士
会
連
合
会
と
表
裏
一体

き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
組
織
で
す
。

我
々
に
政
策
提
言
を
す

公
明
党
・日
本
税
理
士
会
連
合
会

と
の
政
策
懇
話
会
会
長

北
側

一
雄
議
員

令和３年（２０２１年）１１月１日 （月曜日）

コ
ロ
ナ
が
長
引
く
中
、

中
小
企
業
を
は
じ
め
多
く

の
事
業
者
が
大
変
苦
労
し

て
お
り
ま

す
。
税
理
士

Ｌ
の
先
生
方
は

そ
の
よ
う
な

中
小
企
業
の

声
を
聞
き
、

経
営
者
の
相

－談
に
乗
っ
て

‐い
た
だ
い
て

い
る
こ
と

に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

我
々
公
明
党
も
ま
ず

は
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
に
向

け
て
医
療
提
供
体
制
を
し

っ
か
り
と
確
保
す
る
こ

と
、
そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
を
国
民
の
皆
様
に

お
届
け
で
き
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

さ
て
、
「公
明
党
・日

本
税
理
士
会
連
合
会
と
の

政
策
懇
話
会
」
に
つ
い
て

は
、
９
月
２
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
太
田
日
税
政
会

長
、
神
津
日
税
連
会
長
を

は
じ
め
多
く
の
役
員
の
先

生
方
、
公
明
党
の
議
員
が

集
ま
り
、
税
制
・税
理
士

法
改
正
要
望
を
伺
い
ま
し

た
。
税
制
改
正
に
つ
い
て

は
２
つ
大
き
な
課
題
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
、
イ
ン
ポ

イ
ス
方
式
の
見
直
し
で

す
。
中
小
零
細
企
業
や
事

業
者
の
皆
様
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
税
理
士

の
先
生
方
か
ら
の
お
知
恵

を
借
り
な
が
ら
、
現
場
の

声
を
政
策
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ふ

た
つ
目
は
災
害
損
失

控
除
の
創
設
で
す
。
近
年

日
本
で
は
災
害
が
頻
発

し
、
各
地
で
重
大
な
被
害

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
被

災
者
の
立
場
に
立
ち
、
災

害
損
失
控
除
が
創
設
で
き

る
よ
う
、
強
く
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
衆
議
院
議
員
総
選

挙
が
も
う
間
も
な
く
行
わ

れ
ま
す
。
自
民
党
の
議
員

を
は
じ
め
、
我
々
公
明
党

に
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
選
挙
が
終

わ
り
ま
し
た
ら
、
頂
戴
し

ま
し
た
税
制
・税
理
士
法

改
正
の
要
望
実
現
に
向

け
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 立

憲
民
主
党
税
理
士
制
度

推
進
議
員
連
盟
会
長

海
江
田
万
里
議
員

三
』韮乱
闘

　
　　　

　

　　　　　

　　
　
　　
　　
　

‘
評
議
鏡
－

　　　

税
理
士
の

先
生
方
は
コ

　

『
‐

　

ｍ口
ナ
禍
で
経

騨
幕
を
謡
窓

　
　
　　
　

　　　　　

　

　　　　　

齢
乱
バ
ィ
ス
を
し

　

ー

　

」て
い
た
だ

　　　　

き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
税
制
改
正

要
望
書
の
取
り
ま
と
め
を

受
け
、
日
本
税
理
士
会
連

合
会
・日
本
税
理
士
政
治

連
盟
か
ら
、
我
々
立
憲
民

主
党
に
説
明
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
す
。

特
に
、
直
近
の
問
題
と

し
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

１０
月
１
日
か
ら
か
ら

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

の
登
録
申
請
の
受
付
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
イ

ン
ボ
イ
ス
の
制
度
に
よ
っ

て
中
小
企
業
や
個
人
事
業

主
、
零
細
企
業
が
多
大
な

る
損
害
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
受
付
開
始
を
延

日
本
維
新
の
会
税
理
士
制
度

推
進
議
員
連
盟
会
長

片
山
虎
之
助
議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

中
、
税
理
士
の
先
生
方
は

行
政
と
国
民
と
の
架
け
橋

と
な
っ
て
お
り
、
税
の
権

威
や
税
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
思
っ
た
よ
り
手

ご
わ
い
相
手
で
、
私
は
ワ

ク
チ
ン
を
打
て
ば
収
束
に

向
か
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
そ
う
は
い

き
ま
せ
ん
。
全
人
類
の
英

知
を
結
集

し
、
収
束
の

‐た
め
に
努
力

を
す
べ
き
で

Ｍは
な
か
ろ
う

か
と
思
っ
て

‐い
ま
す
。

…一

　

今
年
は
も

…
う
間
も
な
く

．衆
議
院
議
員

総
選
挙
も
行
わ
れ
、
大
変

政
局
が
忙
し
い
年
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

現
在
、
各
党
は
総
選
挙

の
た
め
に
一生
懸
命
準
備

を
し
て
お
り
、
我
々
日
本

維
新
の
会
も
政
策
作
り
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
は
選
挙

ま
で
に
ま
と
め
ま
す
が
、

税
に
つ
き
ま
し
て
私
ど
も

は
次
の
よ
う
に
考
え
て
お

り
ま
す

消
費
税
に
つ
い
て
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
景
気
回
復

の
た
め
に
２
年
間
は
５
％

古
川

税
理
士
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
中
小
零
細
企
業

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　　　　

－

私
た
ち
政
治
家
の
役
割

は
、
多
く
の
雇
用
を
抱
え

て
日
本
経
済
の
下
支
え
を

元
久
議
員

し
て
い
る
中

‐小
零
細
企
業

を
、
こ
の
コ

－
ロ
ナ
禍
か
ら

守
っ
て
い
く

こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま

　　
　

－

　

イ
ン
ポ
イ

ス
制
度
の
導

入
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
強

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
な
ん
と
し
て
も
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
を

延
期
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
先
に
は
、
先
生
方
が
今

に
至
る
ま
で
主
張
し
て
お

ら
れ
る
単
一税
率
へ
の
回

帰
、
そ
の
実
現
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。私

は
今
の
政
治
状
況

で
、国
民
の
生
活
を
守
り
、

そ
し
て
事
業
者
を
支
え
て

雇
用
を
守
っ
て
い
く
こ
と

は
、
与
野
党
の
枠
を
超
え

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
政

治
の
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
、
そ
し
て
政
治
が
求
め

ら
れ
て
い
る
役
割
を
果
た

す
た
め
に
も
、
今
こ
そ
党

派
を
超
え
た
協
力
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
暗
い
話
題
が
続

き
ま
す
が
、
明
る
い
兆
し

が
必
ず
見
え
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
を
私
た
ち

が
必
ず
作
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に

は
ご
留
意
の
上
、
こ
れ
か

ら
も
ご
健
勝
で
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

に
減
税
し
、
２
年
後
に
は

８
％
に
し
ま
す
。
一番
効

果
が
わ
か
り
や
す
い
も
の

国
民
民
主
党
税
理
士
制
度

推
進
議
員
連
盟
会
長



日

　

本

　

税

　

政

　

連（７） 令和３年（２０２１年）１１月１日 （月曜日） 第５６５号億：穏郵便物鋼）

　　　　　　　　　　　　　　　

【委
員
天
蚕

功
貴
柔

九
州
）
、
宮
島
達
彦
浄

　　　　

【総
務
会
長
】
土
屋
巧

‐広

報

委

員

会

編

集

後

譲

り
、
ぃ
ち
ば
ん
古
ぃ
日
付
は
、
平
成
７
年
ｕ
自
習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

京
）
、
深
沢
邦
秀

（東
京

縄
）

　　　　　　　

【委
員
長
】河
合
省
吾
（東

【幹
事
長
】
中
川
直
之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
い
間
、
広
報
委
員
会

　

役

員

・委

員

名

簿

　　　　　　　　　

地
方
）
、
曲
山
博
全
葉

　　　　　　

海
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
・
出
た
り
入
だ

り
し
て
ぃ
た
こ
と
に
な
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

県
）
、
小
口
秀
一
（関
東

【委
員
長
】小
島
善
弘
（名

【委
員
一
越
浬
靖
久
（東

【会
長
一
森
陰
輝
夫

　　　

小
島
善
弘
委
員
長
（名
古
屋
）

　　　　　　　　

何
度
も
懇
親
会
で
酒
を
楽
し
ん
だ
が
、
最
後
の
頃

　　　　　　　　　　

征
男
（関
東
信
越
）
、
旭

　　　　　　　　　　

信
越
）
、長
谷
川
隆
史
（近

古
屋
）

　　　　　　

京
）
、
石
井
正
夫
（東
京

【副
会
長
】
能
登
宏
和
、

　　

こ
の
任
期
２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
委
員
会

は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が

神
津
信
一
（東
京
）

　　

輝
明
（近
畿
）
、
平
野
重

【委
員
長
】秋
山
典
久
（関
畿
）
、
平
野
重
善
（北
海

【委
員
】小
倉
修
（東
京
）、
地
方
）
、
新
井
正
（関
東
河
合
孝
彦
、
高
木
悦
子

　　

の
半
分
程
度
が
書
面
決
議
の
形
態
に
な
っ
て
し
ま
残
念
と
い
う
か
、
心
残
り
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
終

　　　　　　　　　　

善

（北
海
道
）
、
大
橋
健

東
信
越
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。
た
だ
そ
の
中
で
も
、
税

息
し
、
新
し
い
委
員
会
が
平
常
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

太
田
直
樹
（東
海
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

道
）＼
益
子
光
彦
（東
北
）、
藤
田
伸
哉
（東
京
地
方
）、
信
越
）
、
室
谷
澄
男
（近

【総
務
会
長
】
寺
田
徳
樹

　

政
連
の
活
動
報
告
や
様
々
な
情
報
の
提
供
は
で
き
た
を
願
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　

二
（東
北
）
、
中
野
修
宏

【委
員
】
森
下
清
隆
（東
岩
田
敏
男
（名
古
屋
）
、
大
内
晴
美
（千
葉
県
）
、
畿
）
、
小
山
内
雅
志
（東

【幹
事
長
】
中
村
淳

　　

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　

嶋
崎
雄
幸
委
員
（東
京
）

　　　　　　　　　　

（名
古
屋
）
、
中
川
直
之
京
）
、有
坂
信
彦
（東
北
）、
加
藤
浩
道
（東
海
）
、
高
三
輪
洋
之
（関
東
信
越
）、
北
）
、
神
戸
秀
夫
（名
古

　　　　　　　　　　　

広
報
委
員
長
と
し
て
任
期
を
全
う
で
き
た
の
も
、

　

軽
減
税
率
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
新
聞
に
、
イ
ン

久
保
直
己
（近
畿
）
、
名

（東
海
）
、
中
村
淳
（北
城
田
英
昭
（東
京
地
方
）、
木
悦
子
（北
陸
）
、
高
橋
矢
田
善
久
（近
畿
）
、
森
屋
）
、今
西
孝
彰
（東
海
）、
【会
長
一
重
近
資

　　　

広
報
委
員
や
事
務
局
の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
語
る
資
格
は
な
い
。
な
ら
ば
私
た

倉
明
彦
（東
京
）
、
青
木
陸
）
、
高
橋
誠
（中
国
）、
原
口
哲
也
（関
東
信
越
）、
誠
（中
国
）
、
大
伴
直
人
智
恵
子
（東
北
）
、
薮
本
荒
神
五
師
（中
国
）
、
小

【副
会
長
一
藤
中
秀
幸
、

　

す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　　

ち
が
や
る
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
。
建
議
の
実
現
に
向
け

正
（東
北
）
、
三
堀
孝
夫
岩
佐
誠
志
（四
国
）
、
山
木
原
義
和
（近
畿
）
、
渡

（四
国
）
、
古
賀
直
（九
裕
信
（名
古
屋
）
、
佐
藤
林
哲
（九
州
北
部
）

　　

伊
藤
博
文
、
冨
山
敬
介
、

　

藤
田
伸
哉
副
委
員
長
（東
京
地
方
）

　　　　　　

一丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
委
員
．職
員
の
姿
勢
に
心

　

（東
京
地
方
）
、
平
野
芳
嶋
寿
人
（九
州
北
部
）
、
部
喜
彦
（北
海
道
）
、
倉
州
北
部
）
、加
藤
誠
貴
（南
憲
司
（東
海
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広
報
委
員
会
の
醍
醐
味
は
対
面
で
会
議
を
行
い
、
打
た
れ
た
二
年
間
で
し
た
。
孫
世
代
に
顔
向
け
の
で

和
（千
葉
県
）
、
小
林
俊

米
月
健
一
（南
九
州
）
、

地
茂
雄
（名
古
屋
）
、
大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中
尾
修
治
郎
、
細
木
貞
彦

　

活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
コ
き
る
清
潔
な
税
制
を
残
し
た
い
で
す
ね
。

　

一
（関
東
信
越
）
、
名
越

石
川
正
剛
（沖
縄
）

　　

橋
俊
彦
（東
海
）
、
能
登

　　

■………………
１
…１
…
１
…１
１
…
１
…１
…
１
１
…
………
…
１
…１
１
１
１

　　

【幹
事
長
一
井
上
博
夫

　　

ロ
ナ
禍
に
よ
り
対
面
で
の
開
催
は
半
分
程
度
。
懇
親

高
中
夕
貴
子
委
員
（千
葉
）

隆
雄
（北
海
道
）
、
菱
田

　　　　　　　　　

宏
和
（北
陸
）
、
樫
谷
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会
も
相
次
い
て
中
止
と
寂
し
い
２
年
間
で
し
た
。
コ

　

広
報
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、

裕
之
（名
古
屋
）
、
田
中

池
淳
一
（関
東
信
越
）
、

俊

（四
国
）
、
下
山
剛
矢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【会
長
】
清
藤
智
彦

　　　

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
従
来
の
広
報
委
員
会
が
開
催
さ

税
理
士
政
治
連
盟
の
活
動
や
役
割
の
重
要
さ
が
よ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【副
会
長
】
西
木
敏
明
、

　

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　

理
解
で
き
ま
し
た
。

克
明
柔
海
）
、
森
陰
輝
杉
本
幸
弘
８
畿
）
、
鈴

喬
九
州
）

　　　　

会
長
・副
会
長
・総
務
会
長
・幹
事
長
名
簿

竹
村
俊
－、
日
下
雅
史
、

柳
運
彰
副
委
員
長
禽
東
信
越
）

　　　　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
重最
審
議
等
残
念
な
面
も
あ

夫
（北
陸
）
、重
近
貿
（中

木
剛
（東
海
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

橋
本
孝
志

　　　　　　　

委
員
会
．
懇
親
会
の
開
催
が
制
約
さ
れ
、
一
献
を

り
ま
し
た
が
、
有
意
義
で
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
委

国
）
、清
藤
智
彦
（四
国
）、

　　　　　　　　　

【委
員
長
一
田
達
満
（近

　　　　　　　　　

勉

　　　　　　　　

松
井
克
彦
、
杉
山
一豊
、

【総
務
会
長
】
橋
本
孝
志

　

傾
け
な
が
ら
の
情
報
交
換
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
員
長
を
は
じ
め
委
員
と
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
村
常
憲
（九
州
北
部
）、
波
多
野
重
雄
（東
京
）
、
畿
）

　　　　　　　

【会
長
】
名
倉
明
彦

　　

【幹
事
長
】
茂
木
浩

　　

西
田
府
、
木
村
聡
、
竹
川

【幹
事
長
】
岩
佐
誠
志

　　

た
２
年
で
し
た
。
普
通
に
交
流
で
き
る
日
常
が
戻
る
上
げ
ま
す
。

宮
本
律
夫
（南
九
州
）
、
平
山
玲
是
（東
京
）
、
狩

【委
員
一
平
野
弘
道
（東

【副
会
長
】
柴
崎
一男
、

　　　　　　　　　

博
之
、
今
野
美
香

　　　　　　　　　　　　　

こ
と
を
願
い
ま
す
。困
難
な
中
、小
島
委
員
長
．委
員
矢
田
善
久
委
員
（近
畿
）

羽
地
明
人
（沖
縄
）

　　

野
七
郎
（東
京
地
方
）
、
京
）
、
鷲
藤
窓
広
（千
葉
吉
川
裕
一、
鈴
木
誠
、
小

【会
長
】
小
林
俊
一

　　

【幹
事
長
一
谷
幹
夫

　　

【会
長
】
上
村
常
憲

　　　

．事
務
局
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
単
位
税
政
連
の
広
報
委
員
会
を
代
表
し
て
来
ら

　　　　　　　　　　

山
川
巽
（東
京
）
、
池
田

県
）
、
田
中
操
（関
東
信

林
英
理
子
、
田
尻
吉
正
、

【副
会
長
】
渡
遷
輝
男
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

余
語
員
二
副
委
員
長
（東
海
）

　　　　　　　

れ
て
い
る
委
員
の
皆
さ
ん
と
の
編
集
作
業
は
、
刺
激

杉
田
宗
久
（近
畿
）
、
足
隼
啓
（近
畿
）
、
小
川
令
越
）
、
小
川
由
美
子
（近
菅
原
祥
元

　　　　　

大
石
敬
、
小
林
馨
、
長
谷

【会
長
一
青
木
正

　　　

【副
会
長
】
武
部
道
孝
、

　　

日
税
政
の
広
報
委
員
の
委
嘱
書
が
手
元
に
６
枚
あ
的
で
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
税
理
士
会
の
裏

英
仁
（関
東
信
越
）

　　

男
（東
京
地
方
）

　　　　　　　　　　　

…
【幹
事
長
】
坂
田
覚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松
本
信
幸
、
佐
野
康
隆

　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　

組
織
で
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
方
に

　
　
　
　　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　　

－

　

－三
一…；
…′

　　　　　　　　　

－

　　　　　　

【委
員
長
呈
口田
恵
幸
（東

　　　　　　　　　

子
、
高
橋
潔
、
百
瀬
征
男

鈴
木
明
夫
、
西
村
晴
夫
、

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｆ醒
図
■
■
．
－
－
，

，

　

も

　

も
う
一
期
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

渡
遷
輝
男
（関
東
信
越
）
渡
遷
文
雄
（東
京
）
・
藤
北
）

　　　　　

【会
長
】
三
堀
孝
夫

　　

【幹
事
長
】
秋
山
典
久

　

斎
藤
楽
一

　　　　　

【会
長
一
宮
本
律
夫

　　　　　　

湾
き

　　　　　　　　　

森
智
恵
子
委
員
（東
北
）

鯉艇赤恥閣議轡”歌削醐醐Ｍ鮪灘堰Ｗ移幅跡平臥臓鰯Ｍ棟飯馳冴ｗ、醐肺臓酔い嶺胆際綱－Ｍ融線ｒ塾銀緬紀行、
【会長一菱田裕之

　

鋤岬誠
一脚、右田省二、

　

．－
穐９

　

、

　

，導
噛地価鞍部直靴鋤縄錘”鞭嬢瓢乱戦伽鉾謝榊

田
恵
幸
（東
北
）
、
吉
川
成
（中
国
）
、
矢
野
平
八
成
淫
優
一
朗
（関
東
信
深
沢
邦
秀
、
六
槍
勝
明
、
旭
輝
明
、
山
本
員
市
、
芦

【副
会
長
】
岡
部
豊
生
、

【総
務
会
長
一
臼
井
清
也

　　　　　　

二
ま
砧鯖

　　　　　　　　　　

少
な
く
寂
し
い
感
じ
の
２
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
色

裕
一
（東
京
）
、
小
島
善

（四
国
）
、野
田
昇
宏
（九

越
）
、小
寺
陛
弘
（近
畿
）、
藤
田
伸
哉
、
石
井
正
夫
、

田
和
典
、
後
安
宏
彦
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

々
と
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

村
瀬
三
浩
、
田
口
紀
子

　

【幹
事
長
】
米
川
健

一

　　　　　

＾

　　　　　　　　

，

　　　　　　

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

弘
（名
古
屋
）
・
河
合
省

州
北
部
）
・中
島
智
喜
（南

矢
萩
努
（北
海
道
）
、
後
山
田
隆
磨
、
大
津
清
治
、
原
綱
宗
、
伊
田
憲
司
、
森

【総
務
会
長
一
岩
田
勝
司

　　　　　　　　　

ロ
ー

　　

遁

　　　　　

韮
”

　

薮
本
格
信
委
員
（名
古
屋
）

海
道
）
、
井
上
博
夫
（中
畿
）
、
瀧
浪
貫
治
（東
京
林
幸
弘
（東
海
）
、
山
崎

【幹
事
長
】
中
川
公
登

　

秀
次
郎

　　　　　　　　　　　

【副
会
長
一
園
仲
勝
則
、

　　　

▲Ｑ
ニ

　　　　　　　　

響
で
編
集
会
議
に
集
ま
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
す

国
）

　　　　　　　

地
方
）
、江
波
戸
秀
記
（千

安
造

（中
国
）
、
田
村
健

　　　　　　　　　

【総
務
会
長
】
橋
本
光
世

【会
長
】
田
中
克
明

　　

松
村
陽
子
、
畠
中
優
子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が
、
文
章
の
見
方
、
表
現
の
仕
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

　　　　　　　　　　　

葉
県
）
、
井
部
俊
一
（関

（九
州
北
部
）

　　

【会
長
一
平
野
芳
和

　

【幹
事
長
一
田
達
満

　

【副
会
長
一天
多
和
則
之
、
【総
務
会
長
一
驚
藤
栄

　　　

（
一
ｖ

１

　　　　　　　

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
他
会
の
人
と
お
知
り
合
い
に

坂
田
覚
（東
京
）
、
中
川
東
信
越
）
、
平
昌
彦
（名

　

；
－－二
三

　　　　

【副
会
長
一
美
保
哲
夫
、

　　　　　　　　　

加
藤
仁
康
・
高
林
良
樹
・

【幹
事
長
】
石
川
正
剛

　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

　　

な
れ
ま
し
た
が
、
深
く
知
り
合
う
機
会
を
コ
ロ
ナ
が

公
登
（東
京
地
方
）
、
茂

古
屋
）
、
玉
井
政
利
（北

【委
員
長
呈
口川
裕
一
（東

原
田
豊
行
、
深
田
真
吾
、

【会
長
】
名
越
隆
雄

　　

小
西
宏
、
松
井
寛
人
、
片

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　

邪
魔
し
た
こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な

木
浩
（千
葉
県
）
、
百
瀬

陸
）
、
圃
仲
勝
則
（沖
縄
）
京
）

　　　　　　　

小
島
紀
子
、
淫
昇
、
木
下

【副
会
長
】
小
城
公
明
、

山
泰
宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リ一二
笈

　　　　　　　　　　　

っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
の
長
い
お
付
き
合
い
を
お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ
・

？

　

』

　　　　　

願
い
し
ま
す
。
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政

　

連 僕三種郵便物獅）

第３６回 国統一キャンペー・

税理士業界と関与先の発展のために、ＶＩＰと年金の拡販にご協力ください！

　

　　

　

　

　　

　

　　

　

　
Ｆも

関与先をご紹介ください

全税共のＶＩＰ大型総合保障制度・

全税共年金は、右掲のようなニーズ

を抱えている関与先にお勧めです。

γご紹介頂く際には「関与先紹介カー

！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…

！

　

１．大型の保障で事業承継対策を万全にしたい

　　　

，
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

ｉ ２．幹部社員の万一の保障や退職金の備えがしたい

　

…
！

　

３．安心して医療が受けられる保障が欲しい

　　　　　

－
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ
ｉ

　

４．公的年金を補完する年金制度に入りたい

　　　　

，
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

ご紹介頂く際には「関与先紹介カード」をご利用ください

本共栄会は各地の税理士協同組合と協力して、ＶＩＰの拡販を目的とした「関与先紹

介カード」による関与先紹介運動を進めてし、ます。紹介カードの詳細は所属の税理

士協同組合に直接お問し、合わせくださし、。

キャンペーンは、以下１０社の生命保険会社の協力を得て進められています。

期間中、税理士事務所を訪問する営業職員にあたたかい対応をお願いいたします。

キャンペーン参加保険会社 ●朝日生命

　

●第一生命

　

●日本生命

　

●ジブラルタ生命

　

●明治安田生命

●〆ツトライフ生命

　

●住友生命

　

●ＳＯＭＰＯひまわり生命

　

●アクサ生命

　

●富国生命

全国税理士共栄会

９月～７７月来まで
実施中！全

　

・４い１‐★★－

　　　

“｝’．・ｔ

　

一・．曾１・．－．・１

　

金隈葵賦与先引介カード（ＣＩ服す蟹拝し

ー１酬

　　　　　

『安塚…－＆－。
ー

　　　　

・ １蟹；ｉ
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Ｉ
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〒１４１‐００３２ 東京都品川区大崎１‐１１‐８

　

日本税理士会館４階 ＴＥＬ０３（５７４０）８３３１（代） ＦＡＸ０３（５７４０）８３３３
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